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対象に乳児の定期接種が開始される。しかし HB ワクチンには 5～10％のワクチン無反応
者が存在し、その対策は未解決である。 
これまでの遺伝学的研究から、HB ワクチン反応性と Class Ⅱ HLA 領域の遺伝子多型
の関連が報告されているが、その詳細な機序は明らかではない。本研究では、日本人におい
























Conditional logistic regression により連鎖不平衡を考慮した統計学的解析を行うと、
HLA-DRβ1の 26番目および HLA-DPβ1の 84～87番目のアミノ酸が独立して、ワクチン
反応性と有意な関連を示した。これらの部位のアミノ酸多型と HB ワクチン反応性との関
































HLA-DRβ1の 26番目のアミノ酸および HLA-DPβ1の 84～87番目のアミノ酸は、独立し
て B型肝炎ワクチン接種後のHBs抗体産生と関係した。これらの Class II HLA分子のポ
ケットに位置するアミノ酸の僅かな相違が、HBs 抗原ペプチドとの結合性や抗原提示能に
影響し、ワクチン反応性の個人差に寄与していると推測された。 
 
